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第３回 山口県道路メンテナンス会議 

 

 

    ○日 時：平成２７年１月１４日（水）１４：００～１６：００(予定) 

     ○場 所：山口県防府土木建築事務所 別棟１F 大会議室 

                           （防府市駅南町１３－４０） 

 

 

議 事 次 第 

 

 

１．あいさつ（国土交通省 中国地方整備局 山口河川国道事務所長） 

 

２．議事 

  １）道路橋等５カ年点検計画の策定について 

 

２）山口県跨道橋連絡会議（仮称）の設置について 

 

３）その他 

 

 



所　属 役職 氏名

役職 氏名

会長 国土交通省中国地方整備局 山口河川国道事務所長 西野　賢治

副会長 山口県土木建築部 道路整備課長 黒元　直人

副会長 西日本高速道路株式会社中国支社 山口高速道路事務所長 渡部　良太

下関市 建設部長 小林　松太郎 1名

宇部市 土木建築部長 内田　英明 道路河川管理課長 村上　守

山口市 都市整備部長 松冨　博之 都市整備部次長 西川　宜宏 １名

萩市 土木建築部長 佐々木　康典

防府市 道路課長 町田　定夫

下松市 建設部長 古本　清行

岩国市 都市建設部長 松村　知樹 ２名

光市 建設部長 岡田　新市 道路河川課長 田村　格平

長門市 建設部長 山村　芳正 都市建設課長 森野　康範 １名

柳井市 建設部長 前田　栄二

美祢市 建設経済部長 西田　良平

周南市 建設部次長 蔵永　浩治 課長補佐 小川　一洋 １名

山陽小野田市 建設部長 佐村　良文 建設部土木課長 森　一哉

周防大島町 産業建設部長 池元　恭司

和木町 都市建設課長 末岡　靖士

上関町 土木建築課長 上田　文朗

田布施町 建設課長 鳥上　清史

平生町 建設課長 瀬戸　孝博

阿武町 施設課長 内村　成延

一般財団法人山口県建設技術センター 技術部　技術部長 福田　隆行

オブザーバー 国土交通省中国地方整備局　道路部 地域道路調整官 高橋　利彰 地域道路課長 足立　司

国土交通省中国地方整備局　道路部 道路保全企画官 大久保　雅憲

山口県　土木建築部 部次長 前田　陽一

事務局

随行者

西日本高速道路株式会社中国支社　周南高速道路事務所 統括課

代理出席者

第3回　山口県道路メンテナンス会議　出席者名簿

国土交通省中国地方整備局　山口河川国道事務所　道路管理第二課

山口県土木建築部　道路整備課

西日本高速道路株式会社中国支社　山口高速道路事務所 統括課



記　者　席 随　行　者

随　行　者 随　行　者

第3回　山口県道路メンテナンス会議　配席表

下関市

山口市
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資料－１ 

道路橋等５カ年点検計画の策定について 
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道路管理者 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合　　計

国土交通省(山口) 145 343 301 349 293 1,431

西日本高速道路㈱ 282 144 8 53 113 600

山口県 611 625 974 907 643 3,760

下関市 7 288 317 445 445 1,502

宇部市 14 42 97 96 189 438

山口市 3 314 333 331 333 1,314

萩市 4 34 230 224 217 709

防府市 50 80 151 153 150 584

下松市 51 27 27 27 27 159

岩国市 1 370 370 370 377 1,488

光市 1 32 47 50 51 181

長門市 4 80 100 150 159 493

柳井市 30 72 84 84 84 354

美祢市 3 98 141 106 178 526

周南市 85 77 108 164 348 782

山陽小野田市 21 92 34 35 35 217

周防大島町 2 83 45 91 114 335

和木町 0 0 0 37 0 37

上関町 3 10 10 10 10 43

田布施町 1 0 120 2 0 123

平生町 0 35 31 26 45 137

阿武町 3 32 26 24 25 110

1,321 2,878 3,554 3,734 3,836 15,323

※数値は変動の可能性があります。
※一部機関において、今後、溝橋（ボックスカルバート)の点検計画を追加する場合があります。

道路橋　点検計画数

山口県内合計

(H26.1.14現在)

※今後の予算や関係者との協議により、変更する場合があります。
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道路管理者 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合　　計

国土交通省(山口) 8 10 4 7 10 39

西日本高速道路㈱ 20 31 1 0 22 74

山口県 58 8 12 22 38 138

下関市 0 1 0 0 0 1

宇部市 0 0 0 0 1 1

山口市 0 0 0 0 2 2

萩市 0 0 0 0 9 9

下松市 1 0 0 0 0 1

岩国市 0 1 1 1 2 5

長門市 0 0 0 0 1 1

美祢市 0 0 0 0 2 2

周南市 0 0 0 0 2 2

周防大島町 0 0 0 0 5 5

阿武町 0 0 0 2 0 2

87 51 18 32 94 282

※数値は変動の可能性があります。

道路管理者 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合　　計

国土交通省(山口) 0 0 16 16 17 49

山口県 76 0 0 0 0 76

下関市 0 0 0 5 0 5

宇部市 0 1 1 1 2 5

山口市 0 0 0 0 2 2

防府市 0 0 3 0 0 3

下松市 0 0 3 0 0 3

岩国市 0 1 1 1 4 7

周南市 1 9 0 0 0 10

山陽小野田市 0 2 0 0 0 2

平生町 0 0 0 0 1 1

77 13 24 23 26 163

※数値は変動の可能性があります。

山口県内合計

(H26.1.14現在)
※記載の無い機関については、点検対象施設はございません。
※今後の予算や関係者との協議により、変更する場合があります。

横断歩道橋　点検計画数

道路トンネル　点検計画数

山口県内合計

(H26.1.14現在)
※記載の無い機関については、点検対象施設はございません。
※今後の予算や関係者との協議により、変更する場合があります。
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道路管理者 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合　　計

国土交通省(山口) 0 25 25 25 26 101

西日本高速道路㈱ 38 19 0 16 0 73

山口県 0 19 19 0 0 38

38 63 44 41 26 212

※数値は変動の可能性があります。

○大型カルバート；内空に２車以上の道路を有する程度の規模のカルバート

道路管理者 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合　　計

国土交通省(山口) 0 0 2 0 0 2

山口県 0 13 0 0 0 13

0 13 2 0 0 15

※数値は変動の可能性があります。

道路管理者 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合　　計

国土交通省(山口) 0 78 0 0 0 78

西日本高速道路㈱ 24 10 3 1 9 47

山口県 24 0 0 84 0 108

宇部市 0 0 0 0 1 1

美祢市 0 4 0 0 0 4

48 92 3 85 10 238

※数値は変動の可能性があります。

※今後の予算や関係者との協議により、変更する場合があります。

※記載の無い機関については、点検対象施設はございません。
※今後の予算や関係者との協議により、変更する場合があります。

門型標識等　点検計画数

山口県内合計

(H26.1.14現在)
※記載の無い機関については、点検対象施設はございません。

(H26.1.14現在)

大型カルバート　点検計画数

山口県内合計

(H26.1.14現在)
※記載の無い機関については、点検対象施設はございません。
※今後の予算や関係者との協議により、変更する場合があります。

洞門、スノーシェッド　点検計画数

山口県内合計
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定期点検に係る地方債の取扱いについて

１．概要
○定期点検に係る地方債の取扱いについては、平成26年3月31日事務連絡「道路の点検等に
かかる地方債の取扱いについて（補足）」の記１ ２に該当する地方債の対象となる点検かかる地方債の取扱いについて（補足）」の記１，２に該当する地方債の対象となる点検
等と、地方債の対象とならない点検等を一括して発注する場合にあっても、地方債の対象
となる点検等について適切に区分した上で起債要求することが可能

例外として認められる範囲原則として起債が認められる範囲修繕実施
２．イメージ

図
翌年度 翌々年度当該年度 ～

例外として認められる範囲原則として起債が認められる範囲修繕実施図
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資料－２ 

山口県跨道橋連絡会議（仮称）の設置に

ついて 
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（別紙） 

 

跨道橋連絡会議（仮称）について 
 

 

＜会議の位置付け＞ 
 

○道路メンテナンス会議の下部組織として設置 

（事務局：各都道府県の道路メンテナンス会議とりまとめの国道事務所） 

 

 

＜対象施設＞ 
 

○全ての高速道路、直轄国道、公社道路及び一部（※）の補助国道、都道府県道、市町

村道を跨ぐ施設のうち、鉄道橋を除く、道路法上の道路以外の施設（農道、林道、認

定外道路、私道、水管橋等） 

※補助国道、都道府県道、市町村道については、「緊急輸送道路」に指定されている道路を

対象 

 

 

＜メンバー＞ 
 

○上記、「対象施設」の管理者及び関係する道路管理者 

 

 

＜依頼事項＞ 
 

○ 跨道橋の占用許可者として、跨道橋の施設管理者に以下の依頼 等 

・ 対象施設について、省令に準じ点検・診断を定期的に実施 

・ 点検計画を策定 

・ 点検・診断結果について、道路管理者に報告 

・ 診断結果が「速やかな修繕が必要」な場合は、速やかに修繕工事を実施 

 

 

＜スケジュール＞ 
 

○次回の道路メンテナンス会議において、同会議の設置を決定 

 

○H26 年度内に、「第一回跨道橋連絡会議（仮称）」を開催し、その後適宜開催 
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山口県跨道橋連絡会議規約（案） 
 

（名 称） 

第１条 本連絡会議は、「山口県跨道橋連絡会議」（以下「連絡会議」という。）と称する。 
 

（目 的） 

第２条 連絡会議は、山口県道路メンテナンス会議規約第４条第４項に規定の「専門部会」

に位置付けるものとし、山口県内における次条に規定する対象施設について、対象施設

の管理者及び関係する道路管理者間で協議・調整を行うことにより、対象施設の予防保

全・老朽化対策の強化等を図ることを目的とする。 

 

（対象施設） 

第３条 対象施設は、山口県内の高速道路及び直轄国道の全ての道路並びに補助国道、県

道及び市町道のうち「緊急輸送道路」に指定されている道路を跨ぐ道路法上の道路以外

の施設（ただし、鉄道橋を除く。）とする。 

 

（協議・調整事項） 

第４条 連絡会議は、その目的を達成するため、対象施設に係る次の事項について、情報

共有及び協議・調整を行う。 

 一 対象施設の維持管理等に係る情報共有に関すること。 

 二 対象施設の点検、修繕計画等の把握・調整に関すること。 

 三 対象施設の技術基準類、健全性の診断、技術的支援等に関すること。 

 四 その他対象施設の管理に関連し、会長が必要と認めた事項に関すること。 

 

（構 成） 

第５条 連絡会議は、別表に掲げる、対象施設の管理者及び関係する道路管理者でもって

構成する。 

２ 連絡会議には、会長及び副会長２名を置くものとし、会長は国土交通省中国地方整備

局山口河川国道事務所長、副会長は山口県土木建築部道路整備課長及び西日本高速道路

株式会社中国支社山口高速道路事務所長とする。 

３ 会長に事故等あるときは、副会長がその職務を代行する。 

 

（会議の運営） 

第６条 連絡会議は、必要に応じて会長が招集し、運営する。 

２ 会長は、個別課題等についての検討・課題についての検討・調整を行うため、ワーキ

ンググループを設置することができる。 

３ 連絡会議には、必要に応じて、会長が指名する者の出席を求めることができる。 

 

（事務局） 

第７条 会議の事務局は、国土交通省中国地方整備局山口河川国道事務所道路管理第二課、

山口県土木建築部道路整備課、西日本高速道路株式会社中国支社山口高速道路事務所

統括課及び西日本高速道路株式会社中国支社周南高速道路事務所統括課に置く。 

 

（その他） 

第８条 この規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度協議して定める。 

 

（附 則） 

この規約は、平成２７年３月○○日から施行する。   
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（別表） 

山口県跨道橋連絡会議 名簿（案） 

 

 組織名 役 職 備考 

会 長 
国土交通省中国地方整備局 山口河川国道事務所 事務所長 道路管理者 

副会長 
山口県土木建築部 道路整備課長 道路管理者 

副会長 
西日本高速道路株式会社中国支社 山口高速道路事務所長 道路管理者 

 
山口市 ○○部 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
岩国市 ○○部 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
光市 ○○部 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
下松市 ○○局 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
長門市 ○○局 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
萩市 ○○部 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
○○株式会社 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
○○株式会社 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
株式会社 ○○ ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
○○株式会社 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
○○株式会社 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 
○○株式会社 ○○課長 

対象施設の 

管理者 

 

事務局 

国土交通省 中国地方整備局 山口河川国道事務所 道路管理２課 

山口県土木建築部 道路整備課 

西日本高速道路株式会社中国支社山口高速道路事務所 統括課 

西日本高速道路株式会社中国支社周南高速道路事務所 統括課 

 

オブザ

ーバー 
国土交通省 中国地方整備局 

道路部 地域道路課長 

道路部 道路構造保全官 

 

 注：道路管理者、対象施設の管理者ともに、県・市町は課長クラス 

 

 

現 在 調 整 中 
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資料－３ 

その他 
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社会資本のメンテナンス情報に関わる３つのミッションとその推進策 （案）概要 －資料３－

・国や地方公共団体等は、今後、「現場のための正確な情報の把握・蓄積」「国民等の理解と支援を得るための情報の見える化」 「メンテナンス
サイクルを着実に回すための情報の共有化 の 社会資本のメンテナンス情報に関わる３つのミ シ ンを推進３つのミ シ ン サイクルを着実に回すための情報の共有化」の、社会資本のメンテナンス情報に関わる３つのミッションを推進

・特に重要な情報については、施設の点検が一巡する最初の５年間に、国・都道府県・市町村等の全ての施設管理者が協力し確実に施策を実施
３つのミッション

ミッション（１） 現場のための正確な情報の把握・蓄積

意義 ○現場における施設の維持管理の実施、施設の健全な状態の維持 ○科学的かつ合理的な社会資本のメンテナンスの実現 留意事項
・職員の負担 ・費用の増加
市町村等の人員不足

①施設台帳等の確実な整備
・施設台帳等の整備・更新を確実に実施

③データ入力様式の標準化
・標準様式の作成など施設分野ごとにデータ

④社会資本情報の集約化・電子化

・維持管理に関する情報を集約しデ タベ ス

②点検結果等の記録の徹底

・点検結果等の正確な記録の徹底

意義 ○現場における施設の維持管理の実施、施設の健全な状態の維持 ○科学的かつ合理的な社会資本のメンテナンスの実現 ・市町村等の人員不足

施設台帳等 整備 更新を確実 実施
・施設の点検結果、健全性の評価等の情報
について施設台帳等に記録（標準書式の整備）

標準様式 作成な 施設分野 デ タ
入力の省力化・標準化を推進

・点検業者等による点検結果の入力等を推進

・維持管理に関する情報を集約しデータベース
を作成、二次利用可能な形式で電子化

・点検結果等の正確な記録の徹底
・維持管理情報の充実・蓄積

⑤社会資本情報プ ト ム 構築 各 デ な基本情報 維持管 情報を 集 集計整 横並び 覧 検索⑤社会資本情報プラットフォームの構築 ・各分野のデータベースから必要な基本情報や維持管理情報を収集・集計整理し、横並びで閲覧・検索

ミッション（２） 国民等の理解と支援を得るための情報の見える化 ミッション（３） メンテナンスサイクルを着実に回すための情報の共有化

国 地方公共団体等 民間企業 大学等の研究機関国民等

意義 情報公開・理解促進 メンテナンスの確実な実施

国・地方公共団体等 民間企業・大学等の研究機関国民等

意義 意義

○社会資本の現状・課題等の
周知、国民等の支持・支援

①施設の健全性等の集計情報の公表
・健全性等の現状を施設分野ごとに公表
国 地方公共団体等別にわかりやすく公表

①施設情報の階層化

○維持管理レベルの確認

■国や地方公共団体等の
施設管理者

○効率的なメンテナンスの実現
メンテナンス技術の高度化

○民間主導による研究技術開発促進○健全性が著しく低い施設
・国が全施設共有化すべき重要情報
施設管理者が取得すべき情報

研究・技術開発促進
②進捗状況・管理指標の共有
全国的な傾向 ベンチマ ク分析

・国・地方公共団体等別にわかりやすく公表
点検実施率、健全性の評価別施設割合
要対策老朽施設化リスト など
学術団体等による評価の取り組み の協力○施設の転用 統廃合 費用

○維持管理レベルの確認
（自己診断の実施）

○目標設定、達成状況

○職員等のスキルア プ

○民間主導による研究技術開発促進
メンテナンス産業発展への貢献

○健全性が著しく低い施設、
対応措置等の情報提供、
事故・災害リスクの低減

・施設管理者が取得すべき情報

⑥研究・技術開発と連携した
データの公開

研究 技術開発促進

②個別施設の点検結果等の公表
施設名 所在地 建設年度 など

・全国的な傾向・ベンチマーク分析

③最新の技術関連情報の共有

・学術団体等による評価の取り組みへの協力○施設の転用・統廃合、費用
負担等への理解・協力

○施設の適正利用の促進

○職員等のスキルアップ

■指導的役割を担う 技術開発の状況

○危機意識を促す

デ タの公開
・研究・技術開発に有用なﾃﾞｰﾀの公開
・公開可能な情報のﾃﾞｰﾀｶﾀﾛｸﾞを作成
・目的等の明確化 結果のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

・施設名、所在地、建設年度 など
・点検実施年度（最新）、健全性の評価 など

③維持管理情報ポータルサイトの開設 ④ﾒﾝﾃﾅﾝｽに関する会議の

○施設点検等への自主参加
の促進

○行政の取組状況の確認、
○点検状況等のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

市町村への助言・指導

■指導的役割を担う
国や都道府県

・技術開発の状況
・維持管理研修等の実施状況 など

目的等の明確化、結果のﾌｨ ﾄ ﾊ ｯｸ

⑦相談窓口の設置
・研究・技術開発に資するﾃﾞｰﾀ提供

③維持管理情報ポータルサイトの開設
・国、地方公共団体等の様々な情報を公表
施設の転用・統廃合、劣化・崩落事例 など

④ﾒﾝﾃﾅﾝｽに関する会議の
設置・活用

・施設管理者がﾃﾞｰﾀ共有・進捗管理

住民との信頼構築
市町村 の助言 指導

○戦略的ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの推進

○市町村支援への活用

留意事項
④地域住民との協働点検等の実施
・地域住民との協働点検、美化活動等の実施
・地域住民からの提供情報の受取体制構築

・研究・技術開発に資するﾃ ﾀ提供
に関する相談窓口を設置

・新設時の情報との連携（CIMなど）

⑤施設の設計・施工等の情報
との連携

留意事項

・テロや犯罪などを誘発する
可能性のある情報の選別

留意事項

留意事項
・記載方法等の統一化
・システム間の連携 など

・データ流出（テロ・犯罪等）
損害賠償 の対応 など

地域住民からの提供情報の受取体制構築 新設時の情報との連携（CIMなど） 留意事項システム間の連携 など ・損害賠償への対応 など

施策の実現に向け併せて実施すべき事項
①国・都道府県等による市町村支援の実施 ②取り組み状況等の見える化

アクセス制限無し 施設管理者に限りアクセス可 特定の研究者に限りデータ提供

施策の実現に向け併せて実施すべき事項
③インフラメンテナンス国民会議（仮称）の設置 ④インフラメンテナンスに関する表彰制度の創設
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最初の５箇年で確実に実施すべき施策（案）
社会資本のメンテナンス情報に関わる３つのミッションとその推進策 （案）

最初の５箇年で確実に実施すべき施策（案）

・点検が一巡し、全国レベルで施設の健全性が明らかになる最初の５年間を「インフラ点検見える化五箇年」と位置づける。
①①国、都道府県、市町村等の全てのインフラの管理者が協力し、特に重要な項目について、全国的に情報の集約化を図る。
②健全性の低い施設については、補修・修繕など必要な対応を図るとともに、国民・地域住民に対し情報の公表を進める。
③自ら管理する施設の維持管理レベルの確認など自己診断を行い 施設の老朽化対策を確実に実施する

見える化での公表のイメージ

③自ら管理する施設の維持管理レベルの確認など自己診断を行い、施設の老朽化対策を確実に実施する。

国民 地域
○施設の点検実施状況・点検結果を、 ○健全性の低い施設等については地図上に表示等により公表○施設の状況、点検実施状況、

初年度から着手 ５年後には全体像が明らかとなる（毎年可能な範囲で実施）継続的に実施

国民・地域
住民向け

○施設の点検実施状況 点検結果を、
集計してとりまとめ、公表

[点検実施率の例]

表 表

[健全性の低い施設の地図上表示例] [欠陥橋梁数の割合を示した例]

プロットを選択すると、フロリダ州の場合

○施設の状況、点検実施状況、
点検結果等を段階的にとりま
とめ、公表。

プ ットを選択すると、
・道路名称、
・所在地情報 等

が表示される。

合 計

機能的陳腐
橋梁の割合

各

とりまとめ・公表（全体像）

集約化
５
年
後

：幹線道路のSD橋梁
※SD：StructualDificient

構造的欠陥

橋梁の割合

構造的欠陥
橋梁の割合

・・・

各管理者で点検等を実施
後

▲FHWA,HP http://www.fhwa.dot.gov/policy/2013cpr/▲連邦交通省統計局HP http://gis.rita.dot.gov/DBridges/
（構造的欠陥）

▲国家機関の建築物等の保全の現況（平成26 年3 月）
○管理者別で維持管理状況を明確化し公表

・・・
継
続
的

[施設毎の点検結果集計のイメージ]

○○施設 ▲▲施設

[管理者別の点検実施率のイメージ]
実施率(％)

[健全性の低い施設割合の表示イメージ]
的
に
実
施

Ｃ県○○施設 ▲▲施設

○%
○%

○%
○%

○%

健全性
安全性

高い

とりまとめ・公表（段階的）

・・・

割合

高いＣ県
Ｄ県

Ｓ県

○%
○%

安全性

低い
各管理者で点検等を実施

とりまとめ 公表（段階的）

集約化
初
年
度

低い
Ａ県

Ｂ県Ｅ県

Ｑ県Ｆ県

集約化を図る情報のイメージ

A県 B県 C県 D県 S県 Q県
Ｑ県Ｆ県

集約化を図る情報のイメ ジ

○インフラの健全性等の分析を行うことを目的に、特に重要な項目について、施設の基本情報・健全性等の情報の集約化を図る
施設分野（施設特性）に応じて集約化を図る情報を整理共有化、見える化の取組レベル

対
象
施

共
有
化
、 パイロットレベル

共有化、見える化の取組レ ル
〔○○施設〕 基本情報 健全性等の情報

施設名 管理者名 所在地 ・・・ 点検実施年 ・・・ ・・・ ・・・
○○○○ ○○県 ○○県○○郡 ・・・ H○

国・地公体
等向け

施
設
を
整

基本情報 健全性等の情報
施設名 管理者名 所在地 ・・・ 点検実施年 健全度評価 ・・・ ・・・
▲▲▲▲ ▲▲町 ▲▲県▲▲町 ・・・ H▲ ▲

〔▲▲施設〕
見
え
る
化

パイロットレベル

特に重要な情報
として集約化

・・・ ・・・

等向け 整
理

▲▲▲▲ ▲▲町 ▲▲県▲▲町 H▲ ▲
・・・ ・・・

〔・・・施設〕

レ
ベ
ル

として集約化

都道府県・政令市直轄 市町村
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橋梁管理実務者研修（Ⅰ期・Ⅱ期） 
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トンネル管理実務者Ⅰ研修 
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11月

12月

10月

5月

6月

7月

8月

9月

1月

2月

3月

山口県道路メンテナンス会議　今後のスケジュール（案）

『道路メンテナンス会議』（第1回）5/29
○内容

・メンテナンス会議の設立について

・規約の確認

・今後の取組方針 等

定期点検要領通知 6/25

省令施行 7/1

【道路メンテナンス会議の取組み】

【これまで】
●山口県のヒヤリング調査等によりニーズ・課題の把握

・地域一括発注

・点検対象施設数

・点検等の現状 等

▼

『道路メンテナンス会議』（第1回）

【8月から10月までに】
●点検の優先順位の考え方の確認

●H26点検計画策定と点検の開始

・発注方式の確認

・優先点検箇所（緊急輸送道路の橋梁 等）

・H26点検開始

●跨線橋などJR等関係機関との協議開始

・中国ブロック踏切道等連絡調整会議 等

▼

『道路メンテナンス会議』（第2回）

【年末（12月末頃）までに】
●今後5年間の点検計画とりまとめ（道路管理者毎）

・点検対象数

・優先点検箇所

・今後5年間の点検計画とりまとめ

●H26点検の進捗状況

●H26技術支援の実施状況（中間取りまとめ）

▼

『道路メンテナンス会議』（第3回）

【H27.3月までに】
●地域課題の把握、解消に向けた取組み

・H26点検結果等の進捗確認

・H27点検計画及び業務の発注方針の確認

・跨道橋連絡会議の設置

・H27技術支援メニュー策定（講習会、研修等）

▼

『道路メンテナンス会議』（第4回）
●山口県跨道橋連絡会議（第１回）の開催（予定）

『道路メンテナンス会議』（第2回）10/15

○内容

・優先順位の考え方の合意

・点検計画の策定及び公表の確認

『道路メンテナンス会議』（第4回）

○内容

・H26点検結果等の報告

・H26取組み（技術支援、講習会等）の報告

・H27取組み方針の決定

・H27取組みスケジュール 等

『第1回幹事会』（9/16）
・新しい定期点検要領

・点検計画の策定

・点検優先順位の考え方

・今後のスケジュール

『道路メンテナンス会議』（第3回）1/14

○内容

・今後5年間の点検計画の策定

・跨線橋連絡会議の設置

・JR跨線橋調整会議 等

点検の優先順位の

考え方送付 7/24

点検歩掛送付 8/4

『第２回幹事会』（１２/２５）
・道路橋等５カ年計画の策定について

・山口県跨道橋連絡会議(仮称)の設置について

点検計画策定依頼 8/29
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